
No.12 長野県の橋梁GIS作品名

株式会社長野技研（企業）チーム名

全国道路施設点検データベース（橋梁） 国土数値情報（緊急輸送道路 重要物流道路）使用データ

長野県内の橋梁メンテナンス情報を地図上で可視化、フィルタ絞り込みによりその特徴を確認できるアプリ
ケーション。
橋梁の諸元・点検結果・措置の状況などを地図だけでなく、グラフや表を用いることにより、長野県内の橋
梁の状況を分かりやすい情報として可視化した。
このアプリケーションにより、利用者に対して橋梁メンテナンスへの関心を促す。

概要

No.16 道の駅API作品名

東京福祉専門学校 IT医療ソーシャルワーカー科（学校）チーム名

国土数値情報（道の駅）使用データ

道の駅の情報をXML,JSON,RDF等で提供するAPI群。
道の駅データにWikipediaやWikidataなどの情報を付加し、施設情報やアクセス方法・観光情報などの様々
な情報を提供することで、24時間利用可能な休憩所として道の駅を観光拠点としてPRする。
XMLの要素を日本語で表す等の工夫により、地域の学生によるAPIを活用したアプリケーションの開発や
データの利活用を促す。

概要

No.140 車窓Grapher作品名

あなたの車窓から（個人）チーム名

PLATEAU GTFS使用データ

バス乗車中に車窓から見えるランドマークをスマートフォンで通知するアプリケーション。
PLATEAUデータのメッシュ化、GTFSを用いた可視領域計算などを行い、都営バスが走行するルート上で見
えるランドマークを事前に算出することにより、ユーザの位置情報を用いずに通知を行う仕組み。
日常のバス乗車時の視線の先をスマホから車窓へ変えることにより、日常の移動を観光に変え、新たな場所
の発見を促す。

概要

No.153 PLATEAUを利用した名古屋市の犯罪マップと類似領域検索作品名

向直人（個人）チーム名

PLATEAU 愛知県犯罪オープンデータ使用データ

犯罪発生データと建物データを統合し、犯罪発生の予測と分析を行うアプリケーション。
PLATEAUに含まれる建物情報が市街地や住宅街などの地域特徴を表しており,犯罪の発生頻度や傾向に関与
していると仮定。「PLATEAUを利用した名古屋市の犯罪マップ」と「PLATEAUを利用した類似領域検索」
を開発。
犯罪を未然に防止し、地域の防犯活動・安全向上に寄与する。

概要
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（別紙）受賞作品一覧
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グラフ表示「長野県の橋梁GIS」サイト画面

株式会社長野技研受賞者

長野県内の橋梁メンテナンス状況を地図上で可視化するアプリケーションを開発した。
WEBアプリで直感的な操作が可能で、フィルタ機能やCSVエクスポートも可能である。
ある時点でダウンロードしたデータを活用するだけでなく、API接続により最新の情報を取得する機能も有しているため、利用者が最新データを継
続的に利用できる環境が整備されている。
点検結果（健全度）や措置状況別の橋梁数がグラフで表示し、長野県内の橋梁の概況を把握できるため、利用者が橋梁メンテナンスに興味を持ち、
その重要性を理解する手助けとなる。

概要

全国道路施設点検データベース（橋梁）
国土数値情報（緊急輸送道路 重要物流道路）使用データ

https://www.naganogiken.co.jp/GIS/bridgeNagano/URL

長野県の橋梁GIS



東京福祉専門学校 IT医療ソーシャルワーカー科受賞者

国土数値情報の道の駅データに、WikipediaやWikidataなどの情報を付加し、施設情報やアクセス情報、観光情報を提供するAPI群を開発した。
現在1,213件、廃止された道の駅を含むと1,217件の道の駅情報を収録しており、APIはXML,JSON,RDF等で提供する。
APIにしたことで、道の駅を利用するの旅の計画や情報収集に役立つだけでなく、関連アプリケーションのひろがりも期待される。
地域連携を促進するハブとしての役割を目指し、地域の学生やプログラミング初学者が簡単にAPIを活用できるよう、XMLの要素を日本語で表す
よう工夫を行った。API活用により道の駅のPRや連携がスムーズになり、地域の活性化に貢献する。

概要

国土数値情報（道の駅）使用データ

https://it-social.net/roadside_station/indexs.htmlURL
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掲載されている道の駅情報 および
取得できる道の駅情報のXML

「道の駅API」サイト画面

道の駅API



あなたの車窓から受賞者

乗車しているバスの車窓から見えるランドマークをスマートフォンで通知し、日常のバス乗車を観光体験に変えるアプリを開発した。
GTFS/GTFS-RTとPLATEAUデータを活用し、東京23区全域の3D都市モデル(建物・橋梁データ)とDEMの利用、3m単位でのメッシュ分データと
DEMの利用、3m単位でのメッシュ分割、GTFS・GTFS-RTを活用した直近の位置情報の算出することにより高精度な可視領域の判定を実現してい
る。
全国のバス・鉄道にも拡張ができ、GTFS-RTとランドマークデータがあれば他の地域でもアプリの応用が可能である。

概要

PLATEAU
GTFS使用データ

https://window-grapher.app.takoyaki3.com/URL
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ランドマークの通知および可視領域マップ「車窓Grapher」サイト画面

車窓Grapher



向直人受賞者

警察官のパトロールや防犯ボランティアを支援することを目的とし、都市3Dデータ（PLATEAU）と愛知県警察の犯罪データを利用して、
「PLATEAUを利用した名古屋市の犯罪マップ」と「PLATEAUを利用した類似領域検索」を開発した。
PLATEAUに含まれる建物情報が市街地や住宅街などの地域特徴を表し、犯罪の発生頻度や傾向に関与していると仮定。住所ごとの犯罪件数と
PLATEAUから抽出した建物に関する特徴量との相関を分析・可視化したものである。
「PLATEAUを利用した名古屋市の犯罪マップ」は、名古屋市の住所ごとの犯罪件数とPLATEAUの特徴量を可視化した。また、「PLATEAUを利用
した類似領域検索」は、相関関係を利用して，任意のエリアに対して，建物の特徴量が類似した住所を検索し、ランキング形式で提示した。これ
らを組み合わせることで、名古屋市の防犯活動のサポートに貢献することが期待できる。

概要

PLATEAU使用データ

https://mukai-lab.info/application/PlateauCrimeMap/app/ ※PLATEAUを利用した名古屋市の犯罪マップURL
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「PLATEAUを利用した名古屋市の犯罪マップ」サイト画面

PLATEAUを利用した名古屋市の犯罪マップと類似領域検索


